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正念場を迎えた流通改善
　原因の１つには、医薬品業界ならではの特
殊な商慣習の存在が挙げられる。
　特徴的なのが、卸と医療機関で価格が決定
しないまま薬を納入する「未妥結仮納入」で
あり、価格が決まらない（つまり代金を支払
わない）期間が６カ月～１年近くになること
もざらだ。
　また、薬価は個別の銘柄で設定されている
が、それを無視して全ての薬を一まとめにし
て価格（割引率）を決める「総価取引」も行
われている。これによって、２年に 1 回実
施される薬価調査で、市場実勢価格を調べる
際に銘柄ごとの価格に対する信頼度が保てな
いという、薬価制度の根幹にもつながってし
まう由々しき問題である。
　そのため、製配販が一堂に会した「医療用
医薬品の流通改善に関する懇談会」を設けて、
それらの課題解決に向けた緊急提言を 2007
年９月にまとめ、その後、提言に沿った取り
組みが行われてきた。未妥結仮納入では、早
期の価格妥結を目指した結果、価格を低下し
てしまった。総価取引ではない単品単価契約
の実現では、これまでの慣習を大きく変える
までには至らなかった。

　卸は民間企業であるので、そ
の業績が気になるところだろ
う。
　一言で言えば、まったくもっ
て悲惨な状況である。日本医薬品卸業連合会
の別所芳樹会長（スズケン会長）をして「壊
滅的」と言わしめたのは、卸連が経営状況を
調査した結果、10 年度の営業利益率（対売
上高）が 0.13％という過去最悪を記録した
衝撃的な数字だったことにほかならない。
　これまでも、上位４社の売上高が２兆円以
上から１兆円というものの、営業利益率が
１％を下回る通常の上場企業としてはあり得
ない水準で推移していたが、今回はついに限
界点まで達してしまったため、今は卸業界を
挙げて収益性を高めるための議論が活発に行
われている。

誇り高き卸の業界人が活躍
　ここまで見てくると、医薬品卸に明るい将
来はあるのかという疑念を持ってしまうこと
だろう。
　しかし、医薬品卸が日本にとって絶対に不
可欠だと認識させる決定的な事態が起きた。
それが『３・11』である。1000 年に一度と
言われる未曾有の東日本大震災により、瓦礫

　医薬品は、メーカーが製造して、流通業者が配送し、医療機関や

薬局が患者に渡して初めて役に立つ。この製配販の中で、医薬品流

通の中核を担っているのが、医薬品卸と言われる企業各社である。

　ご存じのように、医療用医薬品には医療保険制度において『薬価』

という公定価が設定されているが、これが実際の薬の値段ではない。

薬価をベースにメーカーから卸へ提示される仕切価、卸と医療機関、

調剤薬局の間で決められる納入価と３つの価格によって薬は取引さ

れている。

　公的医療保険の中で薬を取引しているのだが、形態としては純然たる民間市

場原理に基づいた商売が行われている。よって、メーカー、卸、医療機関のど

こも赤字であってはそれぞれが経営していけない。もっとも公的医療機関につ

いては赤字でも特別会計などの税金投入によって、市民の医療と健康が保持さ

れていたが、今では国家・自治体の財政も悪化していることから、それさえも

許されない環境になっている。

　医薬品業界における製配販のパワーバランスを見てみると、製品を供給する

メーカー側は当然のように強い。そして、医薬品を買う側も強い。薬の流れる

川で、川上と川下が強く両方とも儲けている現実は、中間流通業者である卸の

力が弱いことを意味する。

医
薬
品
卸
企
業
編

医薬品流通の現状と課題 崇
高
な
社
会
的
使
命
と
は
相
反
の
業
績

の中だろうが津波が引いた泥の中だろうが、
どんな状況でも医療機関に薬を届けた姿
が、各マスメディアによって一般の人々にも
広く知られるところとなった。医薬品を届け
る卸は、電気、水道などと同じようにライフ
ライン、社会インフラであることが証明され
た。
　一方で、課題も数多く噴出した。どのよう
な災害でも医薬品を安定供給する社会的使命
を果たすためには、免震構造の物流センター、
停電でも稼働できる自家発電装置の設置な
ど、今回の震災で得られた教訓は多い。
　これらの設備投資は、いくら売上が巨額で
もそれなりの利益がなければできないこと
だ。そこで先ほどの議論になっている。
　また、最近はこれまでの薬を届けるという
本業以外にも、いろいろなビジネスモデルを
探求し、成功を収めているケースも出ている。
その意味で卸は、変革期に突入しているとも
言える。
　医薬品卸は薬を扱っているので、薬が置い
てある支店や営業所には当然、薬剤師（管理
薬剤師）が必ず配置されており、薬剤師の仕
事場の１つである。
　求められる薬をメーカーが開発し、医療機
関や薬局にはそれを待っている患者がいる。
その間で安心・安全、安定的、迅速、確実に
届ける役割を医薬品卸は担っている。
　課題は山積だが、医薬品卸の社会への貢献
度はどの業界にも負けていない。

チリ地震津波の看板も無残（写真提供：
仙台に本社がある卸、バイタルネット）
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